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東郷氏は 『併説道教経』と 『併説教云』とを対比した｡良寛は長文でない 『併説道教経』の六
項目≪-摂心 二節食 三知怖祉 四堪忍 五常独処 六守口≫を簡素に要約し､しかもその
順序を変えて 『併説教云』として次のように桔書している｡
- 守口 ロを守る ｢汝等もし種々戯諭せば､その心すなわち乱る｣
<心の乱れを生ずる戯れのことばを口にしてはならない>
一9-
二 摂心 心をおさむ ｢汝等まさによく心を制すべし｣
<心の茂るべきは毒蛇悪獣よりも甚しきゆえ､決して心を放逸させてはならない>
三 知漸祉 ほじを知る ｢漸牡の服はもろもろの荘厳に於て最も第-なりとす｣
<無塊の者は禽獣に異ならない>
四 堪忍 堪え忍ぶ ｢忍の徳たる持戒苦行も及ぶ能わざる所なり｣
<よく忍を行ずる者のみが､有力の大人となれる>
五 常独処 常に独処 ｢汝等もし寂静無為の安禁を求めば､まさに憤聞 (-イニョウ)杏
離れて､独処閑居 (ゲンゴ)すべし｣
<雑踏の巷を離れ､静処の人は希釈諸天の共に敬重するところである>








求めず ③伽藍に住まず 身を飾る衣を用いず 檀家より搾取するようなことなく ④庶民以































































-衣一鉢裁随身 -衣一鉢 裁かに身に随ふ 衣と鉢を 身につけて
強扶病身坐焼香 強ひて病身を扶けて 坐して焼香す｡ 病む身起して 香をたく｡
一夜粛々幽函南 一夜粛々たり 幽菌の雨 寂しい夜に 雨聞けば























































































































































































































































































































人間是非飽看破 人間 (ジンカン)の是非 看破に飽きたり
往来跡幽深夜雪 往来の跡幽かなり深夜の雪
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良 寛 年 譜 2003.9.30作成
区 分 西暦 年号 年令 摘 要 日本の主なできごと
175860 宝暦810 13 出雲崎に生れるo幼名栄蔵o*注 ｢｣の書籍は良寛に関係する記載があるo妹むら子 田沼意次政治始まるo小林一茶生れる○2 2 5 弟由之生れる.
1769 明和6 12 妹たか子生れるo
子陽塾時 代 17701 78 134 師大森子陽のもとで儒学を学ぶ.弟観山 (有史)生れるo弟香生れるo 新潟の騒動起きるo杉田玄白解体新書を著
1773 安永2 16 元服して文孝と名のり､名主見習役となるo
光照寺時 代 17757 46 1820 名主職を継ぐo突然光照寺玄乗和尚のもとで僧侶の
修行を始めるo妹みか子生れる○ す○ロシア船国後島へ来る.天明大飢経.
1779 8 22 国仙和尚 (57歳)に随行し､善光寺に参詣して備中
円通寺時 代 1783 天明3 26 玉島円通寺におもむくo母秀子死亡○(49歳)
1785 5 28 亡母追善 (三回忌)のため一時帰郷か○
6 6 9 父以南 (51歳)隠居し､由之 (25歳)名主職につくo 浅間大噴火○
1789 寛政元 32 由之の長男馬之助生れる○ 与謝蕪村死す○
1790 2 33 師国仙和尚から ｢附良寛庵主｣の印可の偏を受けるo 松平定信老中となるoロシア使節北海道へ来
1791 3 34 師国仙和尚示寂o(69歳)子陽､山形鶴岡で死去○
諸国行脚時 代 1793 5 36 円通寺を出て諸方行脚○父以南入洛o
17956 78 389 父以南 (60歳)が京都桂川で投身自殺o良寛上洛し､亡父の法要に列すo越後に帰国の説 ある○ るoイギリス船室蘭へ来る○8 10 41 弟香 (28歳)死亡o 点心尼生れるo
1799 ll 42 帰国の途上善光寺に参詣するo糸魚川で旅の病床に 本居宣長古事記伝完払伊能忠敬北海道測量〇十辺舎一九東海道中
一所不在時 代五台庵 1800 12 43 つく○弟観山 (31歳)死亡o
18012 宇和元2 445 大村光枝 (松代藩歌人)が五台庵を訪ねるo由之代官所復帰問題で敗訴o寺泊の蜜蔵院､牧ケ花の観照寺に仮住す
803 3 6 国上 本覚院､野積の西主寺に仮寓o
18045 文化元2 478 五台席に定住○由之､島崎に隠棲するo(出雲崎住民に提訴をされる)大忍 ｢無凝集｣出版o 栗毛を書くoアメリカ.ロシア船7 4 50 親友三輪左-の死を悼む詩を詠む○
81 57 51 法友有頗和尚の を悼む詩を詠むo出雲崎中山の西照庵に仮寓o亀田鵬斎 (江戸の儒者､書家)が五台庵を訪ねるo 長崎へ来るo間宮林蔵ら樺太探検o越後に百姓-挟起こる9
18112 89 545 由之隠居し､与板の庵室に入るo馬之助山本家を継ぐo橘昆茶 ｢北越奇談｣を出版妹たか子死亡○(44歳)炭田州尾 ｢揮藻録｣成るo
4 ll 7 玄乗破了死すo鈴木文台 ｢喫掴詩話｣成るo
1815 12 58 小田島充武 ｢越後野志｣書かれるo 滝揮馬琴南総里見八犬
-23-
区 分 西暦 年号 年令 摘 要 日本の主なできごと
1817 14 60 乙子神社草庵に移るo イギリス船浦賀へ来るo
乙子草庵時 代 1818 文政元 61 大関文仲 ｢良寛禅師伝｣を著すo
1819 2 62 解良叔問死亡o(55歳) 小林一茶おらが春を書
1820 3 63 乙子草庵をはなれ､行脚に出たかo く○二宮尊徳小田原藩にと
1821 4 64 神竜 ｢名家古今詩選｣出版○
2 5 5 小池貞世 ｢良寛詩写本｣成るo
23 6 6 丹波思亭 伝｣書かれるo りたてられる○
1824 7 67 妹むら子死亡o(65歳)
木村家庵室時 代 1825 8 68 ｢峨眉山下橋に題す｣の詩を詠むo シーボルト事件o頼山陽日本外史著す.小林一茶死すo長岡藩主牧野忠精死すo天保大飢経が続く○
1826 9 69 島崎の木村家の庵室に移るo
182789301 10ll2天保元 701234 点心尼 (29歳､30歳の説)に会うo(良寛69歳､70歳の説)原田鵠斉死亡○(65歳)木村家のために大蔵経碑文を選ぶ.三条大地震見舞返書を書く○｢香横山無縁供養詩｣を詠む○点心尼､良寛を訪ねて応答歌を詠む○秋ころから痢病にかかるo病床にあつても詩歌､書を通すo正月6日点心尼らに看取られ入寂08日葬儀には285名の記帳o馬之助死すo≪天保4島崎の隆泉寺に良寛の墓を泰世がつくるo天保5由之死す点心尼 ｢蓮の露｣を書く01872明治5点心尼入寂○(75歳)≫
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